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D 47 酸性染料によるナイロン染色における塩効果

実践女大家政　　飯島俊郎　須藤幸恵　○加藤幾美　相模真弓

被　服　143

　目的　酸性染料のナイロン染色（中性ぶよぴ酸性条件）における無機中性塩の添加効果

を明らかにすることを目的として、均染性およびミリンダ酸性染料を用いて、染色速度、

染色平衡に及ぼす塩化ナトリウムの影響を調べた。

　方法　ナイロンフィルム巻層法によって染色速度（拡散係数）を求め、フィルムの小片

を用いた平衡法によって平衡染着量を求めた。温度はいずれの場合も9 o℃とした。

　結果　塩添加（0. lmol/2)は、均染性染料では染着量の低下をもたらし、染料アニオン

と塩素イオンとの競合の結果と考えられた。ミリンダ染料では酸性染色の場合は同様に染

着量の低下をもたらすが、中性染色の場合は染着量は増加する。　これらの結果は染色系に

おけるイオン結合型染着種（L 型種）と分配型染着種（Ｐ型種）を考え、それぞれに対す

る塩効果によって説明できる。この二元染着機構はL 型種をラングミュア吸着によるもの

として、次式を用い等温平衡染着曲線の解析によって定量的に把握できる。ここでKpは

p 型種の平衡定数（分配定数）、KlはL型種の平衡定数（ラングミュア定数）、Ｚは染

料の価数である。
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フィルム巻層､法によって得られる染料の拡散の濃度分布は、均染性染料およびミリンダ染

料の特徴をよく表し、とくに後者はL 型拡散種とp 型拡散種との重なりが顕著である。平

衡実験のデータから決めたKl ,Kp, Sの値を用いて拡散係数の濃度依存性を予測し、実験

値との一致を見た。

D 48 わたの燃焼挙動に関する研究（第5報）－わたに対する防炎加工の効果

　　　　　　　　　　　　日本女大家政　　　　中西茂子　○大河内文子

目的：われわれは繊維集合体中に置かれたタバコ火の熱の伝播挙動をタバコの各部位にお

いて上、下、横三方向に対して種々の条件下で検討を行ってきたが、今回は種々の防炎加

工をほどこした場合の加工効果についての知見を得る目的で検討を行った。

方法：わたは綿10 0%および綿・ポリエステル混合わたを用い、綿わたはマーセル化後防

炎加工を行った。加工剤としては、ホウ酸、ホウ砂、リン酸ニアンモニウム、ポリリン酸

カルバメート、リン酸グアニジンメチロール化合物など無機性、有機性の一時性加工剤お

よびピロパテックスCPとそれにメラミン系樹脂、尿素などの添加剤を加えた耐洗濯性加工

剤などを用いて合計13種類の加工わたを調製した。これらのうち一時性のものに対しては

水浸潰、クリーニング溶剤処理（J I S 08 6 0に準ずる）前後の燃焼性の比較を行い耐水、耐溶

剤性を判定した。更に小型布団を作成して側布とわたの加工効果の関連性を検討した。

結果：いずれの加工わたも熱の伝播をかなり抑制するが、特に横方向への抑制が大きい。

全体的に有機性の加工剤よりも無機性のものの効果が大きいが、特にホウ酸十ホウ砂が最

も大きい効果を示す。ピロバテックス単独の効果は不十分で添加剤により十分な効果が得

られる。未加工わたは充てん密度に伴い温度、蓄熟量共にかなり増加するが加工わたでは

充てん密度依存性がなく低いレベルを保つ。水浸潰後、溶剤処理後の加工わたも防炎性能

を維持する。混合わたではポリエステル混合比の増加と共に加工効果が減少する。ふとん

型の場合には、側布と綿の一方のみの加工では未加工の部分における熱の伝播により効果

は不十分で、加工布、加工わたの併用によってのみ十分な効果が得られる。


